
特定健診・特定保健指導データのチェック内容の追加（変更）について 
【概要】 
平成２１年１１月受付分より本会へ提出いただく特定健診・特定保健指導結果データの受付チェック

を次のとおり変更いたします。 
 

特定健診 

１ 特定健診項目の受付チェック 

特定健診項目は、次の「特定健診未実施項目一覧」のとおり存在をチェックする。 

 
特定健診未実施項目一覧 

 

（種別） 

◎：当該項目（JLAC10 コード）が必ず存在すること。 

□：当該項目が存在（実施済み（測定不能も含む））し、かつ関連する項目がいずれか 1 つ以上もしく

は存在（実施済み（測定不能も含む））する場合、項目値が「２（食後 10 時間以上）」であること。 

ただし、ＨｂＡ１ｃ（免疫学的方法、HPLC、酵素法、その他）がいずれか 1つ以上、存在（実施済

み（測定不能も含む））する場合は除く。 

■：関連する項目のコードが「1（あり）」の場合、当該項目が存在すること。 

種

別 
JLAC10 コード 項目名 関連項目 

◎ 9N001000000000001 身長  

◎ 9N006000000000001 体重  

◎ 9N011000000000001 ＢＭＩ  

◎ 9N056000000000011 既往歴  

■ 9N056160400000049 既往歴 （具体的な既往歴） 既往歴 

◎ 9N061000000000011 自覚症状  

■ 9N061160800000049 自覚症状 （所見） 自覚症状 

◎ 9N066000000000011 他覚症状  

■ 9N066160800000049 他覚症状 （所見） 他覚症状 

□ 9N141000000000011 採血時間（食後） 空腹時血糖 

◎ 9N501000000000011 メタボリックシンドローム判定  

◎ 9N506000000000011 保健指導レベル  

◎ 9N511000000000049 医師の診断 （判定）  

◎ 9N701000000000011 服薬１ （血圧）  

◎ 9N706000000000011 服薬２ （血糖）  

◎ 9N711000000000011 服薬３ （脂質）  

◎ 9N736000000000011 喫煙  



２ 特定健診事務点検チェック 

保険者番号の先頭二桁が３９以外 保険者番号の先頭二桁が３９

チェック項目 

男 女 男 女 

1 身長 ◎ ◎ ◎ ◎ 

2 体重 ◎ ◎ ◎ ◎ 

3 ＢＭＩ ◎ ◎ ◎ ◎ 

4 内臓脂肪面積 

5 腹囲（実測） 

6 腹囲（自己判定） 

7 腹囲（自己申告） 

○ 

（BMI が 20未

満は省略可）

○ 

（BMIが20未

満は省略可）

－ － 

8 既往歴 ◎ ◎ ◎ ◎ 

9 自覚症状 ◎ ◎ ◎ ◎ 

10 他覚症状 ◎ ◎ ◎ ◎ 

11 収縮期血圧（その他） 

12 収縮期血圧（２回目） 

13 収縮期血圧（１回目） 

○ ○ ○ ○ 

14 拡張期血圧（その他） 

15 拡張期血圧（２回目） 

16 拡張期血圧（１回目） 

○ ○ ○ ○ 

17 中性脂肪（1：可視吸光光度法） 

18 中性脂肪（2：紫外吸光光度法） 

19 中性脂肪（3:その他） 

○ ○ ○ ○ 

20 ＨＤＬコレステロール（1：可視吸光光度法）

21 ＨＤＬコレステロール（2：紫外吸光光度法）

22 ＨＤＬコレステロール（3:その他） 

○ ○ ○ ○ 

23 ＬＤＬコレステロール（1：可視吸光光度法） 

24 ＬＤＬコレステロール（2：紫外吸光光度法） 

25 ＬＤＬコレステロール（3:その他） 

○ ○ ○ ○ 



26 ＧＯＴ（1:紫外吸光光度法） 

27 ＧＯＴ（2:その他） 

○ ○ ○ ○ 

28 ＧＰＴ（1:紫外吸光光度法） 

29 ＧＰＴ（2:その他） 

○ ○ ○ ○ 

30 γ－ＧＴ（1:可視吸光光度法） 

31 γ－ＧＴ（2:その他） 

○ ○ ○ ○ 

32 空腹時血糖（1：電位差法） 

33 空腹時血糖（2：可視吸光光度法） 

34 空腹時血糖（3：紫外吸光光度法） 

35 空腹時血糖（4:その他） 

36 ＨｂＡ１ｃ（1：免疫学的方法） 

37 ＨｂＡ１ｃ（2：HPLC） 

38 ＨｂＡ１ｃ（3：酵素法） 

39 ＨｂＡ１ｃ（4:その他） 

○ ○ ○ ○ 

40 尿糖（1:試験紙法（機械読み取り） 

41 尿糖（2:試験紙法（目視法）） 

○ － ○ － 

42 尿蛋白（1:試験紙法（機械読み取り） 

43 尿蛋白（2:試験紙法（目視法）） 

○ － ○ － 

44 メタボリックシンドローム判定 ◎ ◎ － － 

45 保健指導レベル ◎ ◎ － － 

46 医師の診断 ◎ ◎ ◎ ◎ 

47 医師の氏名 ◎ ◎ ◎ ◎ 

48 服薬１（血圧） ◎ ◎ ◎ ◎ 

49 服薬２（血糖） ◎ ◎ ◎ ◎ 

50 服薬３（脂質） ◎ ◎ ◎ ◎ 

51 喫煙 ◎ ◎ ◎ ◎ 

52 上記以外の項目 － － － － 

◎：実施済みであること  ○：１項目以上実施済みであること  －：実施済みチェックをしない



３ 相関チェック 

◆腹囲（自己申告）と BMI項目のチェック 

「腹囲（実測）」、「腹囲（自己測定）」、「腹囲（自己申告）」、「内臓脂肪面積」の中で「腹囲（自己

申告）」の項目のみが実施である場合の BMI測定値は 22.0未満であること。 

 

◆既往歴、自覚症状、他覚症状の結果が「１：特記すべきことあり」の場合の所見項目のチェック 

「既往歴」、「自覚症状」、「他覚症状」の検査結果コードが「１：特記すべきことあり）」の場合は

関連する所見項目（「既往歴（具体的な既往歴）」、「自覚症状（所見）」、「他覚症状（所見）」が存在し

ていること。 

 

◆心電図（所見の有無）の結果が「１：所見あり」の場合の所見項目のチェック 

追加項目において「心電図（所見の有無）」の検査結果コードが「１：所見あり」の場合は関連す

る「心電図（所見）」が存在していること。 

 

◆採血時間（食後）と空腹時血糖項目のチェック 

「空腹時血糖項目（電位差法、可視光光度法、紫外吸光光度法、その他）」が１項目以上入力され

た場合で「採血時間（食後）」も入力されている場合は「２：食後 10時間以上」でなければならない。 

なお、「空腹時血糖」項目が入力され「採血時間（食後）」が未入力、若しくは「１：食後 10 時間

未満」の場合であっても「HbA1c」の値が入力されている場合は正当となります。 

 

◆保険者番号とメタボリックシンドローム判定及び保健指導レベルのチェック 

保険者番号の先頭２桁が「３９」以外は「メタボリックシンドローム判定（9N501000000000011）」

と「保健指導レベル（9N506000000000011）」は必須項目のため当該項目は存在し実施済みであるこ

と。 



４ 形式チェック 
健診項目にかかる数字項目の桁数が範囲内であるか、次の「特定健診項目テーブルの桁数一覧表」の

とおり小数点の前を整数部、小数点の後を小数部としてチェックします。 
 
             例）形式が「NNN.N」の場合 
                 ・【100.0】【99】は正当となります。 
                 ・【99.99】【100.00】はエラーとなります。 
 
 
特定健診項目テーブルの桁数一覧表 

 健診項目名 
数値型の場合の形式 

（ピリオドは小数点） 

1 身長 NNN.N 

2 体重 NNN.N 

3 ＢＭＩ NN.N 

4 内臓脂肪面積 NNN.N 

5 腹囲(実測） NNN.N 

6 腹囲(自己判定） NNN.N 

7 腹囲(自己申告） NNN.N 

8 肥満度 NNN.N 

9 反復唾液嚥下テスト N 

10 収縮期血圧（その他） NNN 

11 収縮期血圧（２回目） NNN 

12 収縮期血圧（１回目） NNN 

13 拡張期血圧（その他） NNN 

14 拡張期血圧（２回目） NNN 

15 拡張期血圧（１回目） NNN 

16 心拍数 NNN 

17 総コレステロール（可視吸光光度法） NNNNN 

18 総コレステロール（紫外吸光光度法） NNNNN 

19 総コレステロール（その他） NNNNN 

20 中性脂肪（可視吸光光度法） NNNNN 

21 中性脂肪（紫外吸光光度法） NNNNN 

22 中性脂肪（その他） NNNNN 

23 ＨＤＬコレステロール（可視吸光光度法） NNNNN 

24 ＨＤＬコレステロール（紫外吸光光度法） NNNNN 

25 ＨＤＬコレステロール（その他） NNNNN 

整数部 

NNN．N 

小数部 



 
 

 健診項目名 
数値型の場合の形式 

（ピリオドは小数点） 

26 ＬＤＬコレステロール（可視吸光光度法） NNNNN 

27 ＬＤＬコレステロール（紫外吸光光度法） NNNNN 

28 ＬＤＬコレステロール（その他） NNNNN 

29 総ビリルビン（可視吸光光度法） NNN.N 

30 総ビリルビン（その他） NNN.N 

31 GOT（ＡＳＴ）（紫外吸光光度法） NNNNN 

32 GOT（ＡＳＴ）（その他） NNNNN 

33 GPT（ＡＬＴ）（紫外吸光光度法） NNNNN 

34 GPT（ＡＬＴ）（その他） NNNNN 

35 γ-GT(γ-GTP)（可視吸光光度法） NNNNN 

36 γ-GT(γ-GTP)（その他） NNNNN 

37 ＡＬＰ（可視吸光光度法） NNNNN 

38 ＡＬＰ（その他） NNNNN 

39 血清クレアチニン（可視吸光光度法） NN.NN 

40 血清クレアチニン（その他） NN.NN 

41 血清尿酸（可視吸光光度法） NN.N 

42 血清尿酸（その他） NN.N 

43 総蛋白（可視吸光光度法） NN.N 

44 総蛋白（その他） NN.N 

45 アルブミン（可視吸光光度法） NN.N 

46 アルブミン（その他） NN.N 

47 Ａ／Ｇ NN.NN 

48 血清フェリチン（エンザイムイムノアッセイ） NNN.N 

49 血清フェリチン（その他） NNN.N 

50 空腹時血糖（電位差法） NNNN 

51 空腹時血糖（可視吸光光度法） NNNN 

52 空腹時血糖（紫外吸光光度法） NNNN 

53 空腹時血糖（その他） NNNN 

54 随時血糖（電位差法） NNNN 

55 随時血糖（可視吸光光度法） NNNN 

 
 
 



 
 

 
 
 

 健診項目名 
数値型の場合の形式 

（ピリオドは小数点） 

56 随時血糖（紫外吸光光度法） NNNN 

57 随時血糖（その他） NNNN 

58 ＨｂＡ１ｃ（免疫学的方法） NN.N 

59 ＨｂＡ１ｃ（HPLC法） NN.N 

60 ＨｂＡ１ｃ（酵素法） NN.N 

61 ＨｂＡ１ｃ（その他） NN.N 

62 比重（屈折計法） N.NNN 

63 比重（その他） N.NNN 

64 ヘマトクリット値 NN.N 

65 血色素量［ヘモグロビン値］ NN.N 

66 赤血球数 NNNN 

67 ＭＣＶ NNN.N 

68 ＭＣＨ NNN.N 

69 ＭＣＨＣ NNN.N 

70 白血球数 NNNNNNN 

71 血小板数 NNN 

72 肺機能検査（努力肺活量） NN.N 

73 肺機能検査（１秒量） NN.N 

74 肺機能検査（１秒率） NNN.N 

75 肺機能検査（％ＶＣ） NNN.N 

76 視力（右） N.NN 

77 視力（右：矯正） N.NN 

78 視力（左） N.NN 

79 視力（左：矯正） N.NN 

80 眼圧検査（右） NNN 

81 眼圧検査（左） NNN 

82 ＣＲＰ（ラテックス凝集比濁法） NNN.N 

83 ＣＲＰ（免役比濁法） NNN.N 

84 ＣＲＰ（その他） NNN.N 

85 １２．身長     ｃｍ   体重     ｋｇ （ＢＭＩ＝    ） NN.N 



５ データファイル「項目名」の複数記録チェック 
特定健診データにおいて１つの健診項目内に健診項目コードや結果データ値などの要素が複数記録

されていないことのチェック。 
 
重複している例 

<entry> 

<observation classCode="OBS" moodCode="EVN"> 

<code code="9N006000000000001" codeSystem="1.2.392.200119.6.1005" displayName="体重"/> 

<code code="9N001000000000001" codeSystem="1.2.392.200119.6.1005"displayName="身長"/> 

 

<value xsi:type="PQ" value="51.0" unit="kg"/> 

</observation> 

 

</entry> 
 

※〈entry〉～〈/entry〉内で、〈code〉が複数存在している場合はエラー 

 

 



保健指導 

保健指導における「計画上集計」、「実施上集計」の項目に対する必須チェックの追加及び変更並びに

ポイント（支援 A／B）項目の下限値～上限値チェックを追加。 
 
「計画上集計情報」の必須チェック及び上限値～下限値チェック内容 

初回時 最終評価時

途中

終了

時 

その他 

項目名 

積極

的 

動機

付け

※４

積極

的 

※２

動機

付け

※４

積極

的 

※２

積極

的 

※２ 

動機

付け 

※４ 

下限値／上

限値チェッ

ク 

※３ 

計画上の継続的な支援の実施回数 ◎  ◎  ◎ ◎   

実施回数（個別支援Ａ）     

実施回数（グループ支援）     

実施回数（電話Ａ）     

実施回数（e-mailＡ） 

○ 

 

○ 

 

○ ○ 

  

実施回数（個別支援Ｂ）     

実施回数（電話Ｂ）     

実施回数（e-mailＢ） 

○ 

 

○ 

 

○ ○ 

  

合計実施時間（個別支援Ａ）     

合計実施時間（グループ支援）     

合計実施時間（電話Ａ） 

○ 

 

○ 

 

○ ○ 

  

合計実施時間（個別支援Ｂ）     

合計実施時間（電話Ｂ） 
○ 
 
○ 
 
○ ○ 

  

ポイント（支援Ａ） ◎  ◎  ◎ ◎  160～9999 

ポイント（支援Ｂ） ◎  ◎  ◎ ◎  20～9999 

計
画
上
集
計
情
報 

※
１ 

ポイント（合計） ◎  ◎  ◎ ◎   

 
◎：存在すること 
【補足】 積極的支援にて、計画上集計情報の「継続的な支援の実施回数」、「支援ポイント数（支

援 A）」、「支援ポイント数（支援 B）」、「合計ポイント数」は必須項目。 
 
○：１項目以上存在すること 
【補足】 積極的支援にて、計画上集計情報の次の項目に１項目以上の入力が必要。 
〔支援 Aタイプ〕 
・実 施 回 数 項 目 ⇒ 「個別支援 A」、「グループ支援」、「電話 A」、「e-mailA」 
・合計実施時間項目 ⇒ 「個別支援 A」、「グループ支援」、「電話 A」 

 



〔支援 Bタイプ〕 
・実 施 回 数 項 目 ⇒ 「個別支援 B」、「電話 B」、「e-mailB」 
・合計実施時間項目 ⇒ 「個別支援 B」、「グループ支援」、「電話 B」 

 
※１ 報告区分が最終評価、途中終了、その他である場合の計画上集計情報の「◎」と「○」のチェッ

クは、計画集計情報が設定されている場合のみ行います。 
（報告区分が最終評価、途中終了、その他である場合、計画上集計情報の設定は任意であるため） 

※２ 決済システムではチェックを行っておりませんが、要素がある場合はチェックを行います。 
※３ 上限値～下限値チェックは、項目が設定されていた場合には積極的支援、動機付け支援の関係な

く実施します。 
【補足】 計画上集計情報の支援ポイント（A）が記録された場合は 160～9999、支援ポイント（B）
が記録された場合は 20～9999の範囲内である必要があります。 

※４ 動機付け支援についての必須チェックは行いませんが要素がある場合はチェックを行います。 
 
 



 
「実施上集計情報」の必須チェック、上限値～下限値チェック内容 

初回時 最終評価時 

途中

終了

時 

その他 

項目名 
積極

的 

※３

動機

付け

※３

積極

的 

動機

付け

※３

積極

的 

※３

積極

的 

※３ 

動機

付け 

※３ 

下限値／上

限値チェッ

ク 

※２ 

実施上の継続的な支援の実施回数   ◎      

実施回数（個別支援Ａ）        

実施回数（グループ支援）        

実施回数（電話Ａ）         

実施回数（e-mailＡ）   

○ 

      

実施回数（個別支援Ｂ）         

実施回数（電話Ｂ）         

実施回数（e-mailＢ）   

○ 

      

合計実施時間（個別支援Ａ）         

合計実施時間（グループ支援）         

合計実施時間（電話Ａ）   

○ 

      

合計実施時間（個別支援Ｂ）         

合計実施時間（電話Ｂ）   
○ 
      

ポイント（支援Ａ）   ◎     160～9999

ポイント（支援Ｂ）   ◎     20～9999 

ポイント（合計）   ◎      

禁煙指導実施回数         

実
施
上
集
計
情
報 

※
１ 

実施上の継続的な支援終了日   ◎       

 
◎：存在すること 
【補足】 積極的支援にて実施上集計情報の「継続的な支援回数」、「支援ポイント数（A）」、「支援

ポイント数（B）」、「合計ポイント数」、「実施上の継続的な支援終了日」は必須項目。 
 
○：１項目以上存在すること 
【補足】積極的支援にて、実施上集計情報の次の項目に１項目以上の入力が必要。 
〔支援 Aタイプ〕 
・実 施 回 数 項 目 ⇒ 「個別支援 A」、「グループ支援」、「電話 A」、「e-mailA」 
・合計実施時間項目 ⇒ 「個別支援 A」、「グループ支援」、「電話 A」 
〔支援 Bタイプ〕 
・実 施 回 数 項 目 ⇒ 「個別支援 B」、「電話 B」、「e-mailB」 
・合計実施時間項目 ⇒ 「個別支援 B」、「電話 B」 



 
※１ 報告区分が初回時、途中終了、その他である場合の実施上集計情報の「◎」と「○」のチェック

は行いません。 
（実施上集計情報の設定は報告区分が最終評価時のみであるため） 
※２ 上限値～下限値チェックは、最終評価時に項目が設定されていた場合には積極的支援、動機付け

支援の関係なく実施します。 
【補足】 計画上集計情報の支援ポイント（A）が記録された場合は 160～9999、支援ポイント（B）
が記録された場合は 20～9999の範囲内である必要があります 

※３ 最終評価時の積極的支援以外については、必須チェックは行いませんが要素がある場合はチェッ

クを行います。 
 


